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　 順 を含め なけれ ば ならない 旨規定 した。

（5）規則 3編 10章 10．3．2−1．に お い て ，IMO 　MSC ．1／Circ，

　　1206／Rev．1及 び Circ．1277 に基 づ き，救命艇 ， 進水装

　 置 及 び 負荷 離脱 装 置 の 整 備 事業所 にお い て は，原則 と

　　して ，そ れ ぞ れ 1名以上 の 技術 者及 び監 督 者 を配属 し

　　な けれ ば な らな い 旨規定 した。

（6）規則 3編 10章 10．3．2−2．に お い て ，IMO 　MSC ．1／Circ，

　　1206／Rev．1及 び Circ．1277 に基 づ き，救命艇，進水 装

　　置及 び負荷離脱装置 の 整備 を実施 す る技 術 者 にあ っ て

　　は，当 該装 置等 の 整備 に 関する 実地訓練 （OJT ）を 1

　　年以 上 受け，製 造者 が認定 した 整備作業の 実施 に 関す

　　る 資格 を有す る者 で な け れ ば な ら ない 旨規定 した。ま

　　た，監 督者 に あ っ て は，技術者 と して 2 年 以 上 の 実務

　　経験を有す る者で な け れ ば な ら ない 旨規定 した 。

（7）規 則 3編 10章 10．4．1に お い て ，IMO 　MSC ．1／Circ．

　　1206／Rev．1及 び Circ．1277に基 づ き，救命艇，進水装

　　置及 び負荷離脱装置 の 整備事業所 に あっ て は ，提出資

　 料 に 記載 され た整 備作業 を実施する 適正 な 能力 を有す

　　る こ と を確認す る た め，本会検査員立会の もとで
， 実

　　船 にお い て 整備作業 の 模擬試験 を行 わ な けれ ば なら な

　　い 旨規 定 した 。 なお，模擬 試験 を実施する こ とが 困難

　　な場合 は，整備記録書 の 提出を持 っ て 当該試験 に 代え

　　る こ とが で きる 旨規 定 した。

6． 鋼船規則 A編 ，C 編，　 CSR −B 編，　 CSR −T 編，　 CS 編，　 D 編，　 H 編 ，
　 N 編，　 S 編 ，　 P 編 ，　 PS 編 ，　Q 編 ，　 R 編，

　　　　　　 高速船規則及び強化プ ラ ス チ ッ ク船規則並びに関連検査要領 における改正点 の解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （可燃性液体の 引火点）

1．は じめ に 2．改正 の背景

　2011 年 6 月 30 日付
一

部改正 に よ り改正 され て い る鋼船

規則 A 編，C 編，　 CSR −B 編，　 CSR −T 編，　 CS 編，　 D 編 ，　 H

編 ，N 編 ，　 S 編，　 P 編 ，
　 PS 編，　 Q 編 ，　 R 編，高速 船規則及

び 強 化 プ ラ ス チ ッ ク船規則並 び に 関連検査 要領 （日本 籍 船

舶用）中，可 燃性液体 の 引火 点 に関す る事項 に つ い て ，そ

の 内容 を解 説 す る。な お，本 改 正 は，2011 年 6 月 30 日 か

ら適 用 され て い る 。

　可燃性液体 の 分類基準 につ い て ，外国籍船舶用規則 に お

い て は ，SOLAS 条約及 び 関連 す る コ ードに基 づ き，60 ℃

を引火点 の 基準と して い る。一
方，日本籍船舶用規則 に お

い て は国内法規の 規定 に 基づ き，61℃を基準 と して い た。

　国 内法規 に お い て ，引 火 点の 基準が SOLAS 条約 等 と 整

合す る よ う60℃ に 変更 され た こ とか ら，本会 に お い て も関

連す る 日本籍船舶用 規 則 にお け る分類 基 準 を改め た 。

3．改正 の 内容

　日本籍船舶用規則 に おける 可 燃性液体 の 分 類 基 準 と し

て ．引 火 点 の 基 準 を 61℃ か ら 60℃ に 改 め た。

7， 鋼船規則 A 編，旅客船規則及び登録規則細則 に お け る改正 点の 解説

　　　　（IMO 塗装性能基準 を適用 した船舶 に対する Notation）

1．は じめに

　2011 年 11 月 1 日 付
一
部改 正 に よ り改正 さ れ て い る 鋼船

規 則 A 編，旅客船規則 （外国籍船舶用）及 び登 録 規則細則

中，IMO 塗 装性能基 準 を適用 した 船舶 に対する Notation

に 関 す る事項 に つ い て
， そ の 内容 を解説す る 。 な お，本改

正 は ，2011年 11月 1 冂か ら適用 され て い る。

2．改正 の 背景

IMO 塗 装 性能基 準 （決議 MSC ．215 （82））は，　 SOLAS 条

約適 用 船 に お い て は 2008年 7 月 1 日以 降 に建 造 契約 が行 わ

れ る 船舶 に ，さ らに CSR 適用船 に お い て は 2006年 12月 8

日以降に建造契約 が行 わ れ る船舶 に 適用されて い る。

　こ の IMO 塗装性能基準を適 用 した船舶 に 対 して ，船級符

号へ の 付記 （Notation） に よ る識 別 化 の 要望 が 高 ま っ て い

た こ とから， IMO 塗装 性能基 準 を適用 した 船舶 につ い て ，

船 級 符 号 に　
“
Performance　 Standard 　for　Protective

Coatings　for　Dedicated 　Seawater　Ballast　Tanks 　 in　All

TyPes　 of 　ShiPs　and 　Double−side 　Skin　 SPaces　 of 　Bulk

Carriers”（略号 PSPC −VVBT）を付記する ように 関連規定 を

改め た。
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5 2012年 版 鋼 船 規 則 及 び 関 連検査要 領等 に お け る 改止点 の 解説

3．改正 の 内容

　改正点 は以 下の とお りとな っ て い る 。

（1）登録規則細則 2．1．3−2．に お い て，防食 措置が 施 され た 船

　　舶 に 対 して 船級 符 号を付与する 旨を規定 した。

（2）鋼 船規 則 A 編 1．2．4−20．及 び 旅客船規則 1編 1．2．4−5．（外

国 籍船舶用 ）にお い て，IMO 塗装性能基準を適用 した

船舶 につ い て は ，船級符号 に
“
PetVformance　Standard

for　Protective　Coatings　for　Dedicated　Seaω ater 　Ballast

Tanks　in　All　 TyPes　of　S海ゆs　 and 　Double −side 　 Skin

SPaces　OfBulk　Carriers
”

（略号 PSPC −PVBT） を付記す

る 旨を規定 した 。

　　　　　　8．鋼船規則 B 編 に お ける改正点 の解説

（タ ン カ
ー

及 び危険化学品 ばら積船 の バ ラ ス トタ ン クの 内部検査）

1．は じめ に

　2011年 6月 30 口付
一

部改正 に よ り改正 され て い る 鋼船

規 則 B 編 中，タ ン カ
ー

及 び危険化学品ば ら積船 の バ ラ ス ト

タ ン クの 内部検査 に 関 す る 事項 に つ い て ，そ の 内容 を解説

する。な お，本改正 は ，2011 年 7 月 1 日以 降に 申込 み の あ

る 船 舶 の 最 初 の 中 間 検査又 は 定期検査 の い ず れ か早 い 方 の

検査 に 適用 さ れ て い る 。

2．改正 の 背景

　IACS で は，　 IACS 統
一

規 則 Z10．1，　 Z10，3及 び Z10 ．4 に

お い て 油 タ ン カ
ー

及 び 危険化学品 ば ら積船 に 対す る 就航後

の 検査 の 取 扱 い につ い て 規 定 して お り，こ れ ら要件 に つ い

て は本 会 規則 に取 込 まれ て い る。た だ し，油 タ ン カー
及 び

危険化学品ば ら積船 の バ ラ ス トタ ン ク の 内 部検査 の 規 定

（バ ラ ス ト タ ン ク の 内部検査 を実 施 し た際 に，塗装状態 が

優良で ない と判定 され た場合 に は ，当該 バ ラ ス ト タ ン ク の

内部検査 を以 降毎年実 施 す る必 要が ある との 規定）に つ い

て は，関連 業界か らの コ メ ン トを考慮 して 適用 を留保 し，

本会規則 に取 込 ん で い ない 。

　しか しなが ら，2010年 10 月開催 の IMO 第 54 回船舶 設

　　設 備 小 委員 会 （DE54 ） に お い て ，決議 A，744 （18）の

改 正 に 関す る 審議が 行 わ れ ，そ の 巾 で ，IACS 統
一規 則

Z10 ．1，　 ZIO ．3 及 び Z10．4 と同様 の 規定，す な わ ち油 タ ン カ

ー
の バ ラ ス トタ ン クの 塗 装 状 態が 優良で な い と判定 され た

場 合 に は，当 該 タ ン ク の 内 部 検 査 を以 降 毎年行 うと の 規 定

を加える こ とが 合 意 され，2011年 11 月 開催 の IMO 第 27

回総 会 （A27）に て 同 決議の 改正 が 採択 さ れ た。

　 同決 議 の 改 正 に よ り，油 タ ン カ
ー

及 び危険化学品ば ら積

船の バ ラ ス トタ ン ク の 内部検査 の 規定 が 条約 で の 取扱 い と

な っ た こ とか ら，IACS 統
一
規則 ZIO．1，　 Z10，3及 び Z10．4の

留保 を解除する と と も に，決 議 A．744 （18）並びに IACS 統

一
規則 Z10．1，　 Z10．3及 び ZIO．4に基 づ き，油 タ ン カ

ー
及 び

危険化学品ば ら積船 の バ ラ ス トタ ン ク の 内部検査 の 規定を

改 め た。

3．改正の 内容

　鋼 船 規 則 B 編 表 B4 ，2 （1）及 び 表 B5 ．2 に お い て ，油 タ ン

カー
及 び 危険化学 品 ば ら 積船 の バ ラ ス ト タ ン ク に つ い て ，

塗 装 の 状 態 が優 良で なく，かつ 塗装補修 され て い な い バ ラ

ス トタ ン ク につ い て は ，当該 タ ン ク の 内部検 査 を毎年行 う

よ う改 め た。

9　鋼船規則 B 編 に お ける改正点の解説

（通風筒及び その 閉鎖装置の詳細検査）

1．は じめ に 2．改正 の 背景

　2011 年 11 月 1 目付
一

部改正 に よ り改 正 され て い る鋼船

規則 B 編中，通風 筒及 び そ の 閉鎖 装 置 の 詳細 検査に 関 する

事項 に つ い て ，そ の 内 容 を解 説 す る。なお ，本改 正 は，

2011年 11月 1 日か ら適用 され て い る 。

　通風筒及 び そ の 閉鎖 装 置の 欠陥 を減 少 させ る こ とを 目的

に，本 会 は，定期 検査 時に通 風 筒及 び そ の 閉鎖装置の 詳細

検査 を実施 して い る 。ま た 更 に，建造後 10年 を超 え る ば

ら積貨物船 ，油 タ ン カ
ー

及 び危険化学品ば ら積船並 び に 建

造後15 年を超え る総 トン 数 500 トン 以上 の
一

般乾貨物船

にあ っ て は，定期検査時 に 加 え て 中間検査 時に も詳細検査

を要 求 す る こ と と して い た 。

　しか し なが ら，通風筒及 び そ の 閉鎖装 置 の 健 全 性 は，定
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